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例 言

1　本書は，1985年3月に，兵庫県明石市大久保町八木字宮西509番地（土地所有者，

故多木三良，現・多木燐太郎ほか）を，国立歴史民俗博物館考古研究部生活遺跡研

究部門が中心になって発掘調査をおこなったその報告書である。

2　本書では，発掘調査によって得られた成果報告をまとめて前篇とし，西八木層併

行期ないし前後する時期の考古学・人類学・古生物学に関する諸論考をあつめて後

篇とし，最後に今回の発掘調査の意義についてまとめた一文をもって総括とした。

3　第四紀学に属する諸分野の30余名の研究者の執筆になる諸報告・論文を集めて一

書にするにあたってとった一つの方針は，研究の結論だけを示さず，できることな

　ら方法・過程まで示したいということであった。もう一つの方針は，報告書を今回

の西八木海岸の発掘報告だけにとどめず，関連する諸問題について広く論考を求

め，関連諸分野の研究の現段階を諸方面の研究者に提示したいということであっ

た。この二つの方針は，西八木海岸発掘のこの機会を，ひとり明石人問題の解決に

　とどめることなく，日本の第四紀学全体の発展につなげたい，という私たちの願い

　に発している。

4　当初の予定では，本書後篇に加藤晋平「東・北アジアにおける中期旧石器時代文

化」も収録する予定であったが，印刷に間にあわず，明年度のr国立歴史民俗博物

館研究報告』に掲載することになった。

5　英文要旨は，原則として執筆者が作成したが，一部，Nancy　VAIDA（Dept．　An・

thropology，　Univ．　Michigan）の手をわずらわせた。また，彼女からは本書の図

　版・挿図・付表の説明文の作成にあたっても協力を得た。

6　編集には，春成秀爾が西本豊弘の助言を得てあたったカミ，一書としての体裁を保

つために，執筆者の了解のもとに，部分的に改変したところがあることを断ってお

　きたい。また，図版等のレイアウトには佐原　眞（奈良国立文化財研究所埋蔵文化

財センター）から助言をうけた。
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Investigation　and　Excavation　of　Akashi　Elephant　Fossils，1958）．

Photo　of　the　Taniyagi　Coast．　mark×　shows　location　from　which　the

stone　tool（P1．18）was　coll㏄ted，（photo　by　HARuNARI　Hideji，1958）．

Abalone　shells　embedded　in　the　Nishiyagi　Formation　at　the　western

coast　of　Taniyagi．（photo　by　MIKI　Shigeru）．

Deer　bone　from　location　shown　at　left（in　PL38）．（photo　by　MIKI）．
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